




表左側︓ 第1四半期と第2四半期の比較
売上⾼︓ 15%増加 (創業以来2番目の規模)

ロジック製品における
① 稼働回復
② 追加投資分の寄与

損 益︓ 売上⾼の増加に伴い、営業、経常、純利益のいずれも増加

表右側︓ 第2四半期(累計)の前年同期との比較
売上⾼︓ 29%増加

• 世界的な半導体需要の⾼まりと同期して売上⾼が回復
半導体産業の集中する台湾だけでなく、日本でも同様の動き

• 昨年10月に実施した、PTIからの事業譲受分も寄与
損 益︓ 前年同期比についても、営業、経常、純利益のいずれも増加



⾞載⽐率
38%まで回復
地域別⾞載比率も目標値に近い⽔準に到達

日本 47% （目標値 : 50%)
台湾 35% （ 〃 : 40%)

製品別⽐率
ロジック:

• ⾞載、⺠⽣ともに⼤きく回復
• センサー(CIS)については、プレイヤーや製品ミックスの変化で、増加なし

→ ただし、当社の経験、技術を⽣かす重点分野として注⼒し、
新規顧客との取引も始動
(売上⾼への寄与には、一定の期間が必要)



事業譲渡(※)前（2018年 第1四半期）を上回る売上⾼、利益

売上⾼ (63.0 → 63.2 億円)
これまでに投資してきた設備の有効活用

営業利益 ( 8.9 → 10.2 億円)
昨年までに実施した構造改⾰による収益性改善

※: 2018年5月、マイクロンへの一部テスト事業の譲渡



キャッシュフロー、主要B/S項目
• 設備投資のコントロール
• 業績の回復
→ フリーキャッシュフローのプラスを継続
→ 事業リスクを吸収できる財務体質を維持・強化

2019/12 2020/12 2021/3 2021/6

⾃⼰資本比率 40.2% 42.5 % 42.6% 42.9%

D/Eレシオ (※) 0.49 0.35 0.34 0.30

※︓ (有利⼦負債 － 現預⾦) / ⾃⼰資本



設備投資
検収ベースで計上

• 減価償却負担も考慮しつつ、
• 顧客とのパートナーシップにより、最適かつ計画的な投資を継続





売上⾼︓ 前四半期比 3%増の⾒込
2Qに続き、事業譲渡後における、四半期ベース最⼤
⾞載向けロジック製品の堅調な需要が継続し、
①⾼稼働の維持
②段階的に投資してきた設備が寄与

損 益︓ 売上⾼の増加に伴い、前四半期、前年同期のいずれに対しても改善⾒込
純利益が、前四半期比で減少するのは、2Qの特殊要因が消滅
①固定資産売却益
②過年度法⼈税等の戻⼊



• 半導体需要の⾼まり
→ 戦略分野に対し重点的に投資を実施し、成⻑機会の確実な取り込み

• 投資リスク低減
→ 台湾⼦会社と、使用する先端テスターの共用化を推進



四半期、年間ともに創業以来最⼤の売上⾼に
ロジック製品向けの新規投資設備が、⾞載向けや
フラッシュメモリコントローラなどの受託量増加に寄与

一段と強くなる需要の中で、成⻑分野に対する設備投資を、
適切な規模でタイムリーに実施





これまで変動もしくはリスク要因と考えていたものの影響が、
限定的、または、一定の目途

ただし、②の需要のオーバーシュートによる在庫リスクは、
投資リスクや、稼働リスクにも直結するため、最⼤限の注意を継続



基本的な考え方
株主還元を最重要の課題と認識
• 成⻑とリスクとの適切なバランスを考慮
• 安定的・継続的な配当の実⾏が目標

当期の状況
• 売上⾼、利益ともに、創業以来、あるいは、それに近い⽔準
• 半導体業界の特性として、事業環境の変動リスクへの十分な留意が必要

当期の利益配当について
• 当期業績の確保と、来期以降の環境変化に耐えられる事業基盤の強化に注⼒
• 次年度以降の業績が一定程度⾒込めた段階で、⽔準も含めて検討












